


    悩み

     病名を他人に言いたくないが聞きたがる人もいて困った。 


    助言

    
              【病気はあなたのプライバシーです】




  
  病気はプライバシーに関することです。話すかどうかは、もちろんあなたが決めてよいのです。
病気について伝えたくない人から尋ねられた時には、たとえば、『ちょっと胃の調子が悪かったんですが、もう大丈夫です』など、角が立たないように、少し話をぼかしておけばよいと思います。
男性の2人に1人、女性の3人に1人がかかると言われる状況にもかかわらず、がんという病気に対する社会の理解は、残念ながらなかなか進んでいません。
あなたががんにかかったということを知って、過敏に反応したり、一時的に、あなたとどう接していいのか分からなくなったりする人もいるかもしれません。
ただその一方で、誰に対してもかたくなになる必要はないでしょう。
病気について伝えることで、『あなたを支えてくれる人たちの輪』を作りやすくなるかもしれません。あなたがほかの誰かに対して思っているように、あなた自身に対して『いざということがあったら、力になってあげたい』と思っている方が、身の周りにきっといるのではないでしょうか。
病気について本音で相談できることは、あなたのこころの負担を軽くします。あなたが信頼する人に、あなたが話せるタイミングで打ち明けることも大切です。


  




              【自分自身を受け入れられない時には】




  
  また、もしかすると、病名を他人に言いたくない、という気持ちの裏側には、あなた自身の『病気である今の自分自身を受け入れられない』という気持ちがあるのかもしれません。
病気を受け入れることには時間がかかります。
もしも自信のなさや気持ちの落ち込みが長く続くようであれば、担当医や看護師、またはおかかりの医療機関（病院など）の相談室やがん診療連携拠点病院の相談支援センターにいる相談員に相談してみましょう。
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